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第５学年 総合的な学習の時間学習指導案             
 
１ 単元名  みんなが幸せになるために～障がいのある人も共に生きていくために～ 
  
２ 目標   
○障がいのある人について、自分たちが調べたことや取り組みたいことを分かりやすくまとめ、相手

に分かるように伝えることができるようにする。（自己表現力） 

○障がいのある人について考えていく活動を通して、自分たちにできることは何かを考え、主体的に

取り組むことができるようにする。（追究力） 

○自分や友だちの考えや思いを伝え合ったり、認め合ったりしながら、自分の考えを深めたり広げた

りすることができるようにする。（コミュニケーション力） 

 
３ 身につけたい情報活用能力 

○ マッピングやボーン図など課題を立てるための方法を活用しながら、自分の課題を立てる（課題

を設定する力） 
○ 百科事典の使い方を知る（情報を活用する力） 
○ 資料を提示しながら、わかったことや自分の考えを発表する（調べたことをまとめる力、伝える

力） 
 
４ 単元設定の意図  ～略～ 

 

５ 単元構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

「みんなが幸せになるために」 
～障がいのある人もともに生きていくために～ 

３年 国語 
「盲導犬の訓練」 
 

道徳 
「愛の日記」 
～みんな同じ人間～ 
 

「みんなが幸せになるために」 
～コスモス苑に行こう～ 

「みんなが幸せになるために」 
～母里保育所へ行こう～ 

道徳 
「ロンドンパラリン 

ピックへのきっぷ」 
～夢に向かって～ 

学活 
 理解教育 
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６ 単元の指導計画及び評価計画（全２４時間  本時  １３／２４ ） 
 

学習活動 
○教師の手立て 

●学校図書館とのかかわり 
評価規準・評価方法 

 

第
１
次 

② 

１ 「福祉」について、イメージを

広げる。（１） 

２ 大テーマ「障がいのある人も共

に生きていくために」について、学

習の計画を立てる。（１） 

○イメージマップを使ってイメ

ージを広げる。 

○1年間の見通しをもたせる。 

○学習のねらいを明確にし、児童

からの意見を取り入れながら計

画をたてる。 

（追）学習の見通しを

もつことができる。 

【イメージマップ、発

言】 

 

 

第
２
次 

⑫
（
本
時 

⑪
／
⑫
） 

３ 「障がいのある人」について、

イメージを広げる。（１） 

４ 参考資料を読みながらイメージ

マップを広げ、調べたいこと（中テ

ーマ）を決める。（１） 

５ イメージマップをもとに、調べ

たいこと（小テーマ）を決める。（１） 

 

 

６ 小テーマについて資料を使って

調べる。（３） 

 

７ 発表の仕方を知り、発表の準備

をする。（４） 

 

 

 

 

８ 調べたことを発表する。（２） 

 ＜本時１／２＞ 

○「福祉」と同じようにイメージ

マップを使ってイメージを広げ

る。 

●資料（福祉全般）の準備 

●マッピングのやり方の指導 

○考えを整理しながら小テーマ

を決めることができるよう、ボー

ン図を使う。 

●ボーン図の使い方の指導 

●百科事典の使い方指導 

●資料（個別のテーマ）の準備 

 

○発表の仕方をデモンストレー

ションして見通しをもたせる。 

○「聞き手に伝わる発表」につい

て考えさせ、内容や発表の仕方の

ポイントをおさえる。 

●プレゼンの仕方の指導 

〇聞き手を意識して発表できる

よう、わかりやすく伝えるポイン

トを確認する。 

〇友達の発表を聞いて自分なり

の考えや感想が言えるように聞

くときのポイントを示す。 

 

 

 

 

 

（追）自分なりの課題

を決めることができ

る。【イメージマップ、

ボーン図】 

（追）課題について調

べることができる。

【情報カード】 

（自）聞き手に伝わる

よう調べた事を工夫

してまとめることが

できる。【発表原稿、

発表資料】 

 

 

（自）調べた事や自分

の考えを聞き手にわ

かりやすく伝えるこ

とができる。【発表】 

（追）友だちの発表を

聞き、自分の考えや感

想を伝えることがで

きる【発言】 
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第
３
次 

④ 

９ 体験（アイマスク、車いす）を

通して、体の不自由な人の困難さを

感じたり、工夫を知ったりする。（２） 

10 母里の町の中にあるバリアフリ

ーやユニバーサルデザインなどを探

す。（２） 

〇体験を通して何を考えるのか

を事前におさえておく。 

 

〇どんなものがあるのかを予測

して意欲を高める。 

 

（追）体験を通して、

体の不自由な人の困

難さを感じたり工夫

を知ったりする。【観

察、感想】 

第
４
次 

④ 

11 調べたことや体験したことをも

とに、体の不自由な人の困難さや工

夫をまとめる。（１） 

12 大テーマ「障がいのある人も共

に生きていくために」について、自

分たちができることを話し合う。

（１） 

 

 

13 調べたいことや体験したこと、

自分の考えを新聞にまとめる。（２） 

〇これまで学習した情報カード

やワークシートなどを参考にし

ながら意見を出し合う。 

〇お互いの考えが広がったり深

まったりするよう、話し合いをつ

なげていく。 

 

 

〇もう一度自分の考えを見直せ

るよう、発表原稿や体験の感想な

どを見返すようにする。 

●新聞の書き方の指導 

（追）（コ）学習した

ことをもとに、「障が

いのある人も共に生

きていくために」につ

いて自分とのかかわ

りや自分にできるこ

とを考え、伝え合って

いる。【発言、感想】 

（自）学習したことや

自分の考えを新聞に

まとめることができ

る。【新聞】 

第
５
次 

② 

14 友だちの作った新聞を読み、感

想を伝え合う。（１） 

15 学習全体をふり返り、考えたこ

とをまとめたり、学習の進め方につ

いて評価をしたりする。（１） 

○お互いのがんばりや良さを認

め合えるような伝え合いにする。 

○学習全体を振り返り、お互いの

学びを認め合うようにする。 

○２学期以降の学習に対する意

欲につなげる。 

（追）学習全体を振り

返り、お互いの学びを

認め合うことができ

る。【感想】 

 
 
７ 単元の評価規準 

自己表現力 追究力 コミュニケーション力 
○自分たちが調べたことや取

り組みたいことをわかりやす

くまとめることができる。 
○まとめたことを聞き手にわ

かりやすく伝えることができ

る。 

○誰もが幸せになるために、自

分にできることは何かを考え、

主体的に取り組むことができ

る。 

○自分や友だちの考えや思いを伝

え合ったり、認め合ったりしなが

ら、自分の考えを深めたり、広げた

りすることができる。 
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８ 本時の学習 
（１）目標  
 ○自分の調べたことを聞き手にわかりやすく伝えることができる。（自己表現力） 
 ○友だちの発表を聞いて、障がいのある人についての知識を広げ、自分なりの感想や考えをもつこと

ができる。（追究力） 
 
（２）本時で育てたい力 
  ・聞き手を意識し、工夫しながらわかりやすく伝える。（伝え合う力） 
  ・調べてわかったことを聞いて自分なりの考えをもち、相手に伝える。（つなげる力） 
 
（３）展開 

 
学習内容と予想される児童の意識や活動 

○担任の支援 ●司書教諭の支援 
☆評価 

問
題
意
識
を
も
つ 

１ 本時の学習の課題と流れを確認する。 
 
 
 
 
わかりやすく伝えるポイント 
・声の大きさ、表情や仕草などに気をつけて発表しよう。 

・聞き手を見ながら、話そう。 

 

聞くときのポイント 
・役立っていることや工夫されていることを聞き取ろう。 

・もっと知りたい、どうしてかななど、考えながら聞こう。 

・自分の体験や知っていることを思い浮かべながら聞こう。 

 
○発表する人，聞く人それぞれの学

習のめあてを確認する。 
 
 
●わかりやすく伝えるポイントにつ

いて確認する。 
 
○発表を聞いて、自分なりの考えを

伝えることができるよう、聞くとき

のポイントを提示する。 

自
分
の
考
え
を
も
つ 

互
い
に
学
び
合
い
考
え
を
深
め
る 

２ 調べたことをプレゼンテーションで発表する。 
 ・車いす   ・スポーツ   ・仕事 
 ・盲導犬   ・聴導犬    ・介助犬 
 ・マーク（ユニバーサルデザイン） 
（このうち３人が本時、４人は次時に発表する） 
３ 聞き手は、それぞれの発表後に感想や考えを伝え

る。 
 

☆聞き手を意識しながら，わかりや

すく発表することができる【発表，

発表資料】 
 
☆聞くポイントにそって、感想や考

えを発表することができる。【発言】 

考
え
を
ま
と
め
る 

４ 本時の学習の振り返りをする。 
（自己評価）めあてが達成できたか。 
（相互評価）本時の学習でよかったこと 
（他者評価）教師から 
５ 次時の学習の見通しをもつ。 

○児童の評価を認めるとともに，気

づいていないことを助言する。 
●プレゼンについてよかったことを

伝える。 

 

○自分の調べたことを聞き手にわかりやすく伝

えよう。 
○友だちの発表を聞いて感想や考えを伝えよう。 
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（４）本時の評価の具体例 

評価規準 十分満足 おおむね満足 
おおむね満足とされない児

童への手立て 

自己表現力 

聞き手を意識して、表情や

仕草、話し方を工夫しなが

ら、わかったことや考えた

ことを伝えることができ

る。 

聞き手を見て、声の大きさ

などに気をつけながら、わ

かったことや考えたことを

伝えることができる。 

よかったところを評価し、

自分の発表に生かせるよう

にする。 

追究力 

友達の発表を聞いて，障が

いのある人のために自分に

できることを考えて発表す

ることができる。 

友達の発表を聞いて、障が

いのある人について、わか

ったことや感想を伝えるこ

とができる。 

聞くときのポイントについ

てたずね、わかったことや

感想を発表できるようにす

る。 

 
（５）研究の視点 

・ プレゼンテーション形式で調べたことを発表することは、聞き手を意識してわかりやすく伝える

ために有効であったか。 
・ 調べたことを発表し、意見や感想を伝え合うことは、障がいのある人のことを知ったり考えたり

するために有効であったか。 
 


